
ナタリズマブはJCウイルス感染細胞に対して	
直接的な生物学的効果を示さなかった	

解　説	
	

1.  右図：ナタリズマブは生理学的活性を有する濃度で、JCウイルス感染後7
日目の細胞でのウイルスタンパク質の発現に影響を及ぼさなかった。	

2.  左図：ナタリズマブは同様の条件で、JCウイルス感染細胞でのJCウイル
スによる赤血球凝集能活性に影響を及ぼさなかった。	

研究分担者：　北海道大学人獣共通感染症リサーチセンター　澤　洋文　　　　　　　　　　　　　	

平成22年度プリオン病及び遅発性ウイルス感染症に関する調査研究班研究成果	
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